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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第３四半期連結
累計期間

第50期
第３四半期連結

累計期間
第49期

会計期間
自平成29年５月１日
至平成30年１月31日

自平成30年５月１日
至平成31年１月31日

自平成29年５月１日
至平成30年４月30日

売上高 （千円） 1,909,963 1,907,455 2,512,191

経常利益 （千円） 81,559 67,635 99,592

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 56,504 45,777 70,680

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 59,010 42,179 71,419

純資産額 （千円） 3,188,080 3,190,275 3,200,489

総資産額 （千円） 3,771,793 3,821,368 3,826,747

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 10.78 8.74 13.49

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 84.5 83.5 83.6

 

回次
第49期

第３四半期連結
会計期間

第50期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成29年11月１日
至平成30年１月31日

自平成30年11月１日
至平成31年１月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 5.67 4.78

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

（経営成績）

当社グループの当第３四半期連結累計期間における事業環境は、食品分野においては、惣菜・農産用途が堅調に

売上を伸ばした一方で、長引く漁獲不振の影響や乳製品向け需要減により水産・畜産用途の売上が減少しました。

また、非食品分野においては、産業・機械用途の市場開拓が進み、売上を伸ばしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高19億7百万円（前年同四半期比0.1％減）となりまし

た。利益につきましては、原材料の市場価格が高い水準で推移したことや物流業界のコスト上昇等により、営業利

益は62百万円（前年同四半期比17.1％減）となりました。また、経常利益は67百万円（前年同四半期比17.1％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は45百万円（前年同四半期比19.0％減）となりました。

 

（用途別売上分析）

食品分野の売上高は、11億29百万円（前年同四半期比0.9％減）となりましたが、惣菜向けの介護食・宅配食、

農産向けのカット野菜用途の売上が伸長しました。

非食品分野の売上高は、4億10百万円（前年同四半期比3.2％増）で、医療向けで在庫調整がありましたが、自動

車向けの新規採用や精密機器の海外工場向け受注が増加し前年比増となりました。

商品等の売上高は、主力仕入商品（ＳＰパックフィルム）が減少した結果、3億68百万円（前年同四半期比1.4％

減）となりました。

 

（財政状態）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は22億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億78百万円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が38百万円増加したものの、有価証券が3億円減少したこと等によるも

のであります。

固定資産は15億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億73百万円増加いたしました。これは主に投資有価

証券が2億97百万円増加したものの、建物及び構築物が15百万円、機械装置及び運搬具が33百万円減少したこと等

によるものであります。

この結果、総資産は38億21百万円となり、前連結会計年度末に比べ5百万円減少いたしました。

流動負債は6億4百万円となり、前連結会計年度末に比べ10百万円増加いたしました。これは主に支払手形及び

買掛金が46百万円増加したものの、その他が50百万円減少したこと等によるものであります。

固定負債は27百万円となり、前連結会計年度末に比べ5百万円減少いたしました。

この結果、負債合計は6億31百万円となり、前連結会計年度末に比べ4百万円増加いたしました。

純資産合計は31億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ10百万円減少いたしました。これは主に親会社株

主に帰属する四半期純利益45百万円、剰余金の配当52百万円等によるものであります。

 

(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、34百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(5)　主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等については、

当第３四半期連結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

当社本社製造所において計画していた生産関連設備の新設は、平成31年２月完成予定を平成31年７月に変更し

ております。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,850,000

計 23,850,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成31年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年３月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,850,000 5,850,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,850,000 5,850,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年11月１日～

平成31年１月31日
－ 5,850,000 － 774,000 － 1,150,310

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年10月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成31年１月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  610,600
－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,238,200 52,382 同上

単元未満株式 普通株式 　　1,200 － －

発行済株式総数 5,850,000 － －

総株主の議決権 － 52,382 －

 

②【自己株式等】

平成31年１月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＭＩＣＳ化学株式

会社

愛知県愛知郡東郷

町大字諸輪字北山

158番地89

610,600 － 610,600 10.43

計 － 610,600 － 610,600 10.43

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ＭＩＣＳ化学株式会社(E02430)

四半期報告書

 6/15



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年11月１日から平

成31年１月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年５月１日から平成31年１月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年４月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成31年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,342,244 1,380,991

受取手形及び売掛金 ※ 621,993 580,248

電子記録債権 ※ 123,696 116,576

有価証券 300,196 －

商品及び製品 90,429 94,305

仕掛品 31,667 56,440

原材料及び貯蔵品 40,287 53,998

その他 19,281 8,291

貸倒引当金 △2,002 △1,944

流動資産合計 2,567,796 2,288,907

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 314,480 298,848

機械装置及び運搬具（純額） 211,542 177,769

土地 634,701 634,701

その他（純額） 29,213 55,393

有形固定資産合計 1,189,939 1,166,713

無形固定資産 727 450

投資その他の資産   

投資有価証券 35,079 332,593

その他 33,662 32,703

貸倒引当金 △457 －

投資その他の資産合計 68,284 365,296

固定資産合計 1,258,951 1,532,461

資産合計 3,826,747 3,821,368
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年４月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成31年１月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 417,686 463,907

短期借入金 20,000 18,000

未払法人税等 10,386 10,686

賞与引当金 － 16,330

その他 145,832 95,146

流動負債合計 593,905 604,070

固定負債   

役員退職慰労引当金 11,642 14,021

退職給付に係る負債 728 648

資産除去債務 10,500 10,500

その他 9,480 1,852

固定負債合計 32,351 27,022

負債合計 626,257 631,093

純資産の部   

株主資本   

資本金 774,000 774,000

資本剰余金 1,150,310 1,150,310

利益剰余金 1,924,493 1,917,877

自己株式 △263,394 △263,394

株主資本合計 3,585,409 3,578,793

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,613 △984

土地再評価差額金 △387,533 △387,533

その他の包括利益累計額合計 △384,919 △388,517

純資産合計 3,200,489 3,190,275

負債純資産合計 3,826,747 3,821,368
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年５月１日
　至　平成30年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年５月１日
　至　平成31年１月31日)

売上高 1,909,963 1,907,455

売上原価 1,259,665 1,308,069

売上総利益 650,298 599,385

販売費及び一般管理費 574,790 536,799

営業利益 75,507 62,586

営業外収益   

受取利息 1,606 433

受取配当金 1,286 1,351

受取保険金 2,845 1,681

受取補償金 － 2,620

その他 1,705 610

営業外収益合計 7,443 6,696

営業外費用   

支払利息 252 239

売上割引 1,074 1,253

その他 65 154

営業外費用合計 1,391 1,647

経常利益 81,559 67,635

税金等調整前四半期純利益 81,559 67,635

法人税、住民税及び事業税 15,590 17,741

法人税等調整額 9,464 4,117

法人税等合計 25,054 21,858

四半期純利益 56,504 45,777

親会社株主に帰属する四半期純利益 56,504 45,777
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年５月１日
　至　平成30年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年５月１日
　至　平成31年１月31日)

四半期純利益 56,504 45,777

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,505 △3,598

その他の包括利益合計 2,505 △3,598

四半期包括利益 59,010 42,179

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 59,010 42,179
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、前連結会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が前連結会計年

度末日残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度

（平成30年４月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成31年１月31日）

受取手形 53,276千円 －千円

電子記録債権 14,236 －

支払手形 21,643 －

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年５月１日
至 平成30年１月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年５月１日
至 平成31年１月31日）

減価償却費 77,161千円 77,258千円
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年５月１日　至　平成30年１月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月13日

取締役会
普通株式 31,436 6 平成29年４月30日 平成29年７月12日 利益剰余金

平成29年12月13日

取締役会
普通株式 26,196 5 平成29年10月31日 平成30年１月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年５月１日　至　平成31年１月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月14日

取締役会
普通株式 26,196 5 平成30年４月30日 平成30年７月12日 利益剰余金

平成30年12月14日

取締役会
普通株式 26,196 5 平成30年10月31日 平成31年１月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、プラスチックフィルム製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年５月１日
至　平成30年１月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年５月１日
至　平成31年１月31日）

１株当たり四半期純利益 10円78銭 8円74銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 56,504 45,777

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
56,504 45,777

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,239 5,239

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成30年12月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………………………　26,196千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………　5円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………　平成31年１月９日

　（注）平成30年10月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。

 

EDINET提出書類

ＭＩＣＳ化学株式会社(E02430)

四半期報告書

13/15



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成３１年３月１５日

ＭＩＣＳ化学株式会社

取締役会　御中

 

監査法人東海会計社

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 塚本　憲司　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 阿知波智大　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＭＩＣＳ化学株

式会社の平成30年５月１日から平成31年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年11月１日から

平成31年１月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年５月１日から平成31年１月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＭＩＣＳ化学株式会社及び連結子会社の平成31年１月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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